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【 会員からの投稿 】 

 

 

我が国の道路構造物は、高度経済成長期における集中的な整備を

経て順次蓄積され、重要な社会インフラとして、我が国の国民生活、

経済活動を支えてきた。その一方で、道路における交通事故死者数は

4 千人を超え、平成１３年から１４年連続して減少してきたが、昨年

は１５年ぶりに前年増となるなど、国民、社会に大きな影響を与え続

けている。また、建設後５０年を経過する道路構造物の急速かつ大幅

な増加に伴い、老朽化する構造物の維持補修、更新が重要な課題とな

っている。 

この道路構造物の安全性向上に向けては、点検、診断、措置、記録のメンテナンスサイクルをしっかり構

築することが必要であり、そのための人材を育てることが重要である。当ＮＰＯは、高速道路のみならず広く

一般道路まで含めた道路の維持管理技術の水準を高め、講演、研修、技術情報の提供等を通じて、道路の維持

管理技術者の育成を支援する。これまでの経験、知識と実績を基に、道路を管理する視点と利用する視点の双

方の立場に立って、交通安全対策を更に推進するとともに、道路構造物の安全性向上に資する対策を推進す

ることによって、道路全般の安全性を高め、国及び地域社会の持続的発展に大いに貢献したいと考えている。 

①  交通安全の啓発 

交通安全の啓発活動では、最近顕著である高齢者の事故と重大事故に直結する大型車の事故をいかに

減少させるかが重要な課題である。 

②  道路構造物の長期保全 

直近の講演会の予定は以下のとおり。 

 

安全第一、そして、安心・快適な道路を目指して 

ＮＰＯ法人道路の安全性向上協議会 

専務理事（事務局長）吉川良一 

 


